
(57)【要約】

【課題】無線通信システムにおけるSDU廃棄方法を提供

する

【解決手段】

　SDUのシーケンスは、少なくとも一つの最後の廃棄SDU

を含み、最後の廃棄SDUの長さインジケータを含むPDUが

新しいSDUを有しない場合、移動受信ウィンドウのスー

パーフィールド（Move　Receiving　Widow　Super　Fie

ld：MRW　SUFI）を生成する工程と、MRW　SUFIのNL E N G T

Hフィールドを０にセットする工程と、MRWフィールドの

最後のSNを、最後の廃棄SDUの長さインジケータを含むP

DUのSNプラス１の値にセットする工程と、MRW　SUFIを

出力する工程とを含む。

【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 少 な く と も 一 つ の 最 後 の 廃 棄 サ ー ビ ス ・ デ ー タ ・ ユ ニ ッ ト （ SD
U： Service　 Data　 Unit） を 含 む SDUの シ ー ケ ン ス の 廃 棄 を 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 最 後 の 廃 棄 SDUの 長 さ イ ン ジ ケ ー タ を 含 む プ ロ ト コ ー ル ・ デ ー タ ・ ユ ニ ッ ト （ PDU：
Protocol　 Data　 Unit） が 新 し い SDUを 有 し な い 場 合 、
　 移 動 受 信 ウ ィ ン ド ウ ・ ス ー パ ー ・ フ ィ ー ル ド （ Move　 Receiving　 Window　 Super　 Fiel
d： MRW　 SUFI） を 生 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 MRW　 SUFIの N L E N G T H フ ィ ー ル ド を ０ に 設 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 MRWフ ィ ー ル ド の 最 後 の シ ー ケ ン ス ナ ン バ ー （ SN_MRW L R N G T H ） を 、 最 後 の 廃 棄 SDUの
長 さ イ ン ジ ケ ー タ を 含 む PDUの シ ー ケ ン ス ナ ン バ ー （ SN） プ ラ ス １ に 設 定 す る 工 程 と 、
　 MRW　 SUFIを 出 力 す る 工 程 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 長 さ イ ン ジ ケ ー タ は 、 最 後 の 廃 棄 SDUの 終 了 位 置 を 示 し 、
　 前 記 SN_MRW L R N G T H は 、 最 後 の 廃 棄 SDUの 次 に あ る SDUの デ ー タ セ グ メ ン ト を 含 む PDUの SN
を 示 し 、
　 前 記 MRW　 SUFIの N L E N G T H フ ィ ー ル ド を ０ に 設 定 す る 工 程 に お い て 、 前 記 最 後 の 廃 棄 SDU
が SN＝ SN_MRW L R N G T H － １ で あ る PDUに 終 了 し 、 SN＝ SN_MRW L R N G T H で あ る PDUに お け る 第 一 の
デ ー タ オ ク テ ッ ト が 最 後 の 廃 棄 SDUの 次 に あ る SDUの 第 一 の デ ー タ オ ク テ ッ ト で あ り 、
　 前 記 MRW　 SUFIは 、 廃 棄 SDUの 情 報 信 号 を 送 信 す る の に 使 用 さ れ る 、
　 SDU廃 棄 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 最 後 の 廃 棄 SDUの 長 さ イ ン ジ ケ ー タ を 含 む PDUは 、 前 記 最 後 の 廃 棄 SDUの デ ー タ セ グ
メ ン ト を 含 ま な い 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の SDU廃 棄 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の SDU廃 棄 方 法 を 実 行 す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 送 信 器 と 受 信 器 と を 更 に 含 む 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 携 帯 電 話 で あ る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 携 帯 電 話 の 基 地 局 で あ る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 固 定 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ニ ッ ト で あ る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 固 定 無 線 電 話 シ ス テ ム で あ る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の SDU廃 棄 方 法 を 実 行 す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 送 信 器 と 受 信 器 と を 更 に 含 む 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 携 帯 電 話 で あ る 、
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 通 信 装 置 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 携 帯 電 話 の 基 地 局 で あ る 、
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 固 定 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ニ ッ ト で あ る 、
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 固 定 無 線 電 話 シ ス テ ム で あ る 、
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 通 信 装 置 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 に 関 し 、 具 体 的 に 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る デ ー タ セ グ メ ン ト の
廃 棄 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 無 線 通 信 分 野 に お け る 新 た な ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 開 発 さ れ つ つ あ る 。 例 え ば 、 音 声 通 信
に お い て 、 パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ る デ ー タ は 、 セ ル ラ ー モ デ ム 、 カ メ ラ 付 き 電 話 、 光 速 ネ ッ ト
ワ ー ク の 固 定 無 線 送 受 信 機 、 及 び 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 使 用 さ れ る 。 そ の た め 、 高 性 能
な 通 信 規 約 が 開 発 さ れ て い る 。 ３ GPP T M （ The　 3 r d 　 Generation
Partnership　 Project） は 、 新 た な 通 信 規 約 の 一 例 で あ る 。 例 え ば 、 「 非 特 許 文 献 １ 」 に
は 、 ユ ニ バ ー サ ル 移 動 体 通 信 シ ス テ ム （ Universal　 Mobile　 Telecommunication　 System
： 　 UMTS） と デ ー タ 送 信 制 御 プ ロ ト コ ー ル が 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 UMTSは 三 層 方 法 に よ り 通 信 を 行 う 。 三 層 の プ ロ ト コ ー ル は 、 物 理 的 な ト ラ ン ス ポ ー ト 層
で あ る 第 一 の 層 と 、 デ ー タ の パ ッ ケ ー ジ 化 、 照 合 、 整 理 を 行 う 第 二 の 層 と 、 デ ー タ を 生 成
或 い は 使 用 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン と 第 二 の 層 と の 間 の イ ン タ ー フ ェ ス で あ る 第 三 の 層 と を
有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 デ ー タ の パ ッ ケ ー ジ 化 と 照 合 は 、 送 信 中 の ノ イ ズ 或 い は 他 の エ ラ ー に よ る 紛 失 し た デ ー
タ セ グ メ ン ト を 、 再 送 信 処 理 を 起 動 す る こ と に よ り 対 処 す る た め に 設 け ら れ る 。 プ ロ ト コ
ー ル エ ラ ー に よ り 再 送 信 処 理 に よ る デ ー タ 照 合 を 実 行 で き な い 場 合 、 リ セ ッ ト 処 理 を 始 動
し 、 プ ロ ト コ ー ル エ ラ ー か ら 送 信 を 回 復 す る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の リ セ ッ ト 処 理 に
お い て 、 全 て の 状 態 変 数 が リ セ ッ ト さ れ 、 送 信 処 理 が 最 初 か ら や り 直 さ れ る の で 、 大 幅 な
遅 延 が 生 じ る 。 こ の よ う な 問 題 は 主 に 第 二 （ パ ケ ッ ト コ ン ト ロ ー ル ） の 層 に 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 ３ GPP T M 通 信 規 約 に お け る 通 信 シ ス テ ム の 三 層 方 法 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 代 表 的 な 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 第 一 の 局 ３ ０ ０ は 、 一 つ 以 上 の
第 二 の 局 ４ ０ ０ と 無 線 通 信 を 行 う 。 第 一 の 局 ３ ０ ０ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ３ ０ は メ ッ セ ー
ジ ３ １ ０ を 生 成 し 、 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ２ ０ に 送 り 、 そ し て 、 メ ッ セ ー ジ ３ １ ０ は 第
二 の 局 ４ ０ ０ に 送 ら れ る 。 ま た 、 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ２ ０ は 、 層 ３ の 操 作 を 制 御 す る
た め の 信 号 メ ッ セ ー ジ ３ ２ ０ aを 生 成 で き る 。 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ２ ０ は メ ッ セ ー ジ
３ １ ０ ま た は 信 号 メ ッ セ ー ジ ３ ２ ０ aを 層 ２ の サ ー ビ ス ・ デ ー タ ・ ユ ニ ッ ト （ Service　 Da
ta　 Unit、 SDU： SDU） ３ ４ ０ と し て 層 ２ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ６ ０ に 伝 送 す る 。 層 ２ の SDU
３ ４ ０ は 任 意 の 長 さ を 有 し て も 良 い 。 層 ２ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ６ ０ は SDU３ ４ ０ と 一 つ 以
上 の 層 ２ の プ ロ ト コ ー ル ・ デ ー タ ・ ユ ニ ッ ト （ Protocol　 Data　 Unit、 PDU： PDU） ３ ８ ０
と を 結 合 す る 。 層 ２ の PDU３ ８ ０ の 各 々 は 固 定 長 を 有 し 、 層 １ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ９ ０ に
伝 送 さ れ る 。 な お 、 可 変 長 の SDUが 固 定 長 の PDUと し て ト ラ ン ス ポ ー ト さ れ る こ と に よ り 本
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発 明 に 関 連 す る 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 層 １ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ９ ０ は 、 物 理 層 で あ り 、 デ ー タ を 第 二 の 局 ４ ０ ０ に 送 信 す る 。
送 信 デ ー タ は 、 第 二 の 局 ４ ０ ０ の 層 １ の イ ン タ ー フ ェ ス ４ ９ ０ に 受 信 さ れ 、 一 つ 以 上 の PD
U４ ８ ０ に 再 生 成 さ れ 、 層 ２ の イ ン タ ー フ ェ ス ４ ６ ０ に 送 信 さ れ る 。 層 ２ の イ ン タ ー フ ェ
ス ４ ６ ０ は 、 PDU４ ８ ０ を 受 信 し 、 PDU４ ８ ０ か ら 一 つ 以 上 の 層 ２ の SDU４ ４ ０ を 生 成 す る
。 層 ２ の SDU４ ４ ０ は 、 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ ス ４ ２ ０ に 送 信 さ れ る 。 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ
ス ４ ２ ０ は 層 ２ の SDU４ ４ ０ を メ ッ セ ー ジ ４ １ ０ ま た は 層 ３ の 信 号 メ ッ セ ー ジ ４ ２ ０ aに 変
換 し た 後 に 、 メ ッ セ ー ジ ４ １ ０ ま た は 層 ３ の 信 号 メ ッ セ ー ジ ４ ２ ０ aは 層 ３ の イ ン タ ー フ
ェ ス ４ ２ ０ に よ り 処 理 さ れ る 。 こ こ で 、 メ ッ セ ー ジ ４ １ ０ は 、 第 一 の 局 ３ ０ ０ の ア プ リ ケ
ー シ ョ ン ３ ３ ０ に よ り 生 成 さ れ た 元 の メ ッ セ ー ジ ３ １ ０ と 一 致 し て お り 、 層 ３ の 信 号 メ ッ
セ ー ジ ４ ２ ０ aは 、 層 ３ の イ ン タ ー フ ェ ス ３ ２ ０ に よ り 生 成 さ れ た 元 の 信 号 メ ッ セ ー ジ ３
２ ０ aと 一 致 し て い る 。 受 信 さ れ た メ ッ セ ー ジ ４ １ ０ は 、 第 二 の 局 ４ ０ ０ の ア プ リ ケ ー シ
ョ ン ４ ３ ０ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 紛 失 し た デ ー タ を 検 出 す る た め に 、 プ ロ ト コ ー ル は 、 第 二 の 局 ４ ０ ０ の 第 二 の 層 ４ ２ ０
に お け る PDU照 合 に 基 づ き 、 PDUが ま だ 受 信 さ れ て い な い こ と を 通 知 し 、 第 二 の 局 ４ ０ ０ の
第 一 の 層 ４ ９ ０ か ら 第 一 の 局 ３ ０ ０ の 第 一 の 層 ３ ９ ０ に 再 送 信 の 要 求 を 送 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ５ は 、 SDUを 含 む PDUの 代 表 的 な シ ー ケ ン ス を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す 例 に お い て 、
各 々 の 長 さ が ８ ０ オ ク テ ッ ト で あ る 二 つ の SDU、 即 ち SDU１ と SDU２ は 、 各 々 の 長 さ が ６ ４
オ ク テ ッ ト で あ る 四 つ の PDU、 即 ち P0、 P1、 P2及 び P3に パ ッ ケ ー ジ さ れ る 。 各 PDUは 、 長 さ
が ２ オ ク テ ッ ト で あ る ヘ ッ ダ ー P0h、 P1h、 P2h及 び P3hを 含 み 、 ま た 、 残 り の ６ ２ オ ク テ ッ
ト は 、 PDUの 内 容 で あ る 。 各 ヘ ッ ダ ー は 、 送 信 さ れ た PDUに お い て 、 順 次 増 大 す る シ ー ケ ン
ス ナ ン バ ー （ SN） と 、 PDUが SDUの 最 後 の バ イ ト の 位 置 を 表 示 す る 長 さ イ ン ジ ケ ー タ （ LI）
を 持 つ か ど う か を 示 す フ ラ グ と な ど を 有 す る 。 こ の フ ラ グ は 、 ヘ ッ ダ ー の 最 後 の ビ ッ ト に
位 置 す る 。 フ ラ グ の 値 は １ で あ る 場 合 、 PDUは 、 当 該 PDUに 関 す る デ ー タ の 長 さ を 表 示 す る
第 一 の ７ ビ ッ ト と 、 こ の LIが PDUの 最 後 の LIで あ る か ど う か を 示 す ８ ビ ッ ト の フ ラ グ と を
含 む １ オ ク テ ッ ト の LI構 造 を 有 す る 。 PDU　 P0は 、 SNが 0で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 LIが 無 い
こ と を 示 す 。 よ っ て 、 デ ー タ １ ０ aが た だ 一 つ の SDUか ら な る 。 PDU　 P1は 、 SNが １ で あ り
、 そ の フ ラ グ は １ に セ ッ ト さ れ 、 次 の オ ク テ ッ ト が LIフ ィ ー ル ド と １ ビ ッ ト の フ ラ グ と を
含 む LI構 造 で あ る こ と を 示 す 。 第 一 の LIフ ィ ー ル ド １ ０ Lは 、 １ ８ と 、 も う 一 つ の LI構 造
が 次 に あ る こ と と 示 す フ ラ グ と を 含 む 。 そ し て 、 PDU　 P1は 、 １ ２ ７ と 、 第 二 の LIが PDUの
最 後 の LIで あ る こ と を 示 す 0の 値 を 持 つ フ ラ グ と を 有 す る 第 二 の LIフ ィ ー ル ド P1pLを 含 む
。 二 つ の LI構 造 の 次 に あ る こ の PDUの 第 一 の １ ８ デ ー タ バ イ ト は 、 SDU１ の デ ー タ １ ０ ｂ の
残 り 部 分 で あ る 。 第 二 の LIの 特 別 な 値 （ １ ２ ７ ） は 、 PDUの 他 の 部 分 P1pが パ ッ ド で あ る こ
と を 示 し 、 こ の パ ッ ド は 、 PDU　 P1の 固 定 長 を 保 つ た め に 使 用 さ れ 、 無 視 で き る も の で あ
る 。 PDU　 P2は 、 SNが ２ で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 LIが 無 い こ と を 示 す 。 よ っ て 、 デ ー タ １
２ aが た だ 一 つ の SDUか ら な る 。 PDU　 P３ は 、 同 じ よ う に 、 SNが ３ で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、
１ に セ ッ ト さ れ 、 LI構 造 を 含 む こ と を 示 す 。 LI　 １ ２ Lは 、 １ ８ と 、 そ の 次 に 第 二 の LI構
造 が あ る こ と を 示 す フ ラ グ と を 有 す る 。 そ し て 、 PDU　 P3は 、 １ ２ ７ と 、 ０ で あ る フ ラ グ
と を 含 む LIフ ィ ー ル ド P3pLを 有 す る 。 よ っ て 、 二 つ の LI構 造 の 次 に あ る こ の PDU　 １ ２ bの
第 一 の １ ８ デ ー タ バ イ ト は 、 SDU２ の デ ー タ １ ０ ｂ の 残 り 部 分 で あ る 。 残 り 部 分 P3pは 、 パ
ッ ド で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ６ は 、 SDUを 含 む PDUの 他 の 代 表 的 な シ ー ケ ン ス を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す 例 に お い
て 、 各 々 の 長 さ が ８ ０ オ ク テ ッ ト で あ る 二 つ の SDU、 即 ち 、 SDU１ と SDU２ は 、 各 々 の 長 さ
が ６ ４ オ ク テ ッ ト で あ る 三 つ の PDU、 即 ち 、 Q0、 Q1及 び Q2に パ ッ ケ ー ジ さ れ る 。 各 PDUは 、
長 さ が ２ オ ク テ ッ ト で あ る ヘ ッ ダ ー Q0h、 Q1h及 び Q2hを 含 み 、 ま た 、 残 り ６ ２ オ ク テ ッ ト
は 、 PDUの 内 容 で あ る 。 PDU　 Q0は 、 SNが ０ で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 LIが 無 い こ と を 示 す 。
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よ っ て 、 デ ー タ １ ４ aが た だ 一 つ の SDU　 SDU１ か ら な る 。 PDU　 Q1は 、 ヘ ッ ダ ー Q1hを 含 み
、 ヘ ッ ダ ー Q1hは 、 SNが １ で あ り 、 そ の ヘ ッ ダ ー Q1hの 次 に LI構 造 が あ る こ と を 示 す １ の 値
で あ る フ ラ グ と な ど を 有 す る 。 LIフ ィ ー ル ド １ ４ Lは 、 １ ８ と 、 そ の 次 に LIが 無 い こ と を
示 す 0で あ る フ ラ グ と を 含 む 。 よ っ て 、 こ の PDUの 第 一 の １ ８ デ ー タ オ ク テ ッ ト は 、 SDU1の
残 り 部 分 で あ り 、 ま た 、 残 り の ４ ３ デ ー タ オ ク テ ッ ト は 、 次 の SDU２ か ら な る 。 PDU　 Q2は
、 ヘ ッ ダ ー Q2hを 含 み 、 ヘ ッ ダ ー Q2hは 、 2で あ る SNと 、 ヘ ッ ダ ー Q2hの 次 に LI構 造 が あ る こ
と を 示 す １ で あ る フ ラ グ と を 有 す る 。 LIフ ィ ー ル ド 16Lは 、 ３ ７ と 、 そ の 次 に 他 の LIが あ
る こ と を 示 す １ で あ る フ ラ グ と を 含 む 。 第 二 の LIは 、 127と 、 そ の 次 に 他 の LIが 無 い こ と
を 示 す ０ で あ る フ ラ グ と を 含 む 。 こ の PDUの 第 一 の ３ ７ デ ー タ オ ク テ ッ ト は 、 SDU２ の 残 り
部 分 で あ り 、 ま た 、 残 り の Q2pの オ ク テ ッ ト は 、 無 視 で き る パ ッ ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ７ は 、 SDUを 含 む PDUの 第 三 の 代 表 的 な シ ー ケ ン ス を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す 例 に お
い て 、 二 つ の SDU、 即 ち 、 長 さ が ６ ２ オ ク テ ッ ト で あ る SDU１ と 長 さ が ８ ０ オ ク テ ッ ト で あ
る SDU２ と は 、 各 々 の 長 さ が ６ ４ オ ク テ ッ ト で あ る 四 つ の PDU、 即 ち 、 R0、 R1、 R2及 び R3に
パ ッ ケ ー ジ さ れ る 。 そ れ ぞ れ の PDUは 、 長 さ が ２ オ ク テ ッ ト で あ る ヘ ッ ダ ー R0h、 R1h、 R2h
及 び R3hを 含 み 、 ま た 、 残 り ６ ２ オ ク テ ッ ト は 、 PDUの 内 容 で あ る 。 PDU　 R0は 、 SNが ０ で
あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 LIが 無 い こ と を 示 す 。 よ っ て 、 デ ー タ １ ８ aが た だ 一 つ の SDUか ら な
る 。 PDU　 R1は 、 SNが １ で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 １ に セ ッ ト さ れ 、 LI構 造 を 含 む こ と を 示
す 。 LI　 １ ８ Lは 、 ０ と 、 次 に LIが あ る こ と を 示 す 1で あ る フ ラ グ と を 有 す る 。 そ し て 、 PD
U　 R1は 、 １ ２ ７ と 、 こ の LIが PDUの 最 後 の LIで あ る こ と を 示 す 0で あ る フ ラ グ と を 含 む LI
フ ィ ー ル ド R1pLを 有 す る 。 第 一 の LIの 特 別 な 値 （ ０ ） は 、 前 の PDU　 R0が SDU１ の 最 後 の セ
グ メ ン ト で 充 填 さ れ 、 且 つ 、 前 の PDU　 R0の SDUの 最 後 を 示 す LIフ ィ ー ル ド が 無 い こ と を 表
示 す る 。 よ っ て 、 PDU　 R１ の 残 り 部 分 は 、 無 視 で き る パ ッ ド で あ る 。 PDU　 R2は 、 SNが ２
で あ り 、 そ の フ ラ グ は 、 LIが 無 い こ と を 示 す 。 よ っ て 、 デ ー タ ２ ０ aが た だ 一 つ の SDU２ か
ら な る 。 PDU　 R3は 、 ヘ ッ ダ ー R3hを 含 み 、 ヘ ッ ダ ー R3hは 、 ３ で あ る SNと 、 ヘ ッ ダ ー R3hの
次 に LI構 造 が あ る こ と を 示 す 1で あ る フ ラ グ と を 有 す る 。 LIフ ィ ー ル ド ２ ０ Lは 、 １ ８ と 、
次 に 他 の LIが あ る こ と を 示 す フ ラ グ と を 含 む 。 そ し て 、 PDU　 R3は 、 １ ２ ７ と 、 次 に 他 の L
Iが 無 い こ と を 示 す フ ラ グ と を 含 む LIフ ィ ー ル ド R3pLを 有 す る 。 よ っ て 、 二 つ の LI構 造 の
次 に あ る こ の PDUの 最 初 の １ ８ デ ー タ バ イ ト は 、 SDU２ の デ ー タ の 残 り 部 分 20bで あ り 、 残
り 部 分 の R3pは 、 無 視 で き る パ ッ ド で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 組 み 合 わ せ は 、 SDUを 廃 棄 す る 従 来 の 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
ス テ ッ プ １ ０ ０ ： 新 し い MRW（ Move　 Receiving　 Window： MRW） 処 理 を 起 動 す る 。 送 信 局
は 、 少 な く と も 一 つ の SDUを 廃 棄 す る こ と を 示 す 。
ス テ ッ プ １ ０ ２ ： MRW　 ス ー パ ー フ ィ ー ル ド （ Superfield： SUFI） を 用 い ス テ ー タ ス PDU（
STATUS　 PDU） を セ ッ ト ア ッ プ す る 。 PDUを 構 成 し 、 そ の 基 本 的 な フ ィ ー ル ド を 設 定 す る 。
ス テ ッ プ １ ０ ４ ： こ の RLCに 対 し て “ send　 MRW” が 生 成 さ れ た か を 判 定 す る 。 生 成 さ れ れ
ば 、 ス テ ッ プ １ １ ０ に 進 み 、 そ う で な け れ ば 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に 進 む 。
ス テ ッ プ １ ０ ６ ： 最 後 の 廃 棄 SDUに 対 す る 最 後 の SN_MRW i フ ィ ー ル ド を 含 む よ う に STATUS　
PDUを セ ッ ト す る 。
ス テ ッ プ １ ０ ８ ： 必 要 に 応 じ て 、 他 の 廃 棄 SDUに 対 す る 他 の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド を 含 む よ
う に 、 STATUS　 PDUを セ ッ ト し 、 ス テ ッ プ １ １ ６ （ 図 ３ の “ A” ） に 進 む 。
ス テ ッ プ １ １ ０ ： 廃 棄 SDUの 数 が １ ５ よ り 大 き い か ど う か を 判 定 す る 。 15は 、 STATUS　 PDU
に 含 ま れ る SDU　 SN_MRW i フ ィ ー ル ド の 最 大 の 数 で あ る 。 １ ５ よ り 大 き い 場 合 、 ス テ ッ プ １
１ ２ に 進 み 、 １ ５ 以 下 で あ る 場 合 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 む 。
ス テ ッ プ １ １ ２ ： 最 初 の １ ５ 個 の 廃 棄 SDUに 対 し て MRW　 SUFIを 構 築 す る 。
ス テ ッ プ １ １ ４ ： 対 応 す る 廃 棄 SDUの SN_MRW  i フ ィ ー ル ド を 取 り 入 れ る 。 そ し て 、 ス テ ッ
プ １ １ ６ （ 図 ３ の “ A” ） に 進 む 。
ス テ ッ プ １ １ ６ ： 最 後 の 廃 棄 SDUは 、 最 後 の 廃 棄 SDUの LIを 含 み 、 新 し い SDUを 含 ま な い PDU
に 終 了 す る か ど う か を 判 定 す る 。 終 了 す れ ば 、 ス テ ッ プ １ １ ８ に 進 み 、 終 了 し な け れ ば 、
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ス テ ッ プ １ ２ ０ に 進 む 。
ス テ ッ プ １ １ ８ ： 最 後 の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド （ SN_MRW  L E N G T H ） を 、 最 後 の 廃 棄 SDUが 終 了
す る PDUの SNに １ を 足 し た 値 に セ ッ ト し 、 ま た 、 N

L E N G T H を ０ に セ ッ ト す る 。 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ の “ B” ） に 進 む 。
ス テ ッ プ １ ２ ０ ： 最 後 の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド （ SN_MRW  L E N G T H ） を 、 最 後 の 廃 棄 SDUの LIを
含 む PDUの SNに セ ッ ト し 、 N

L E N G T H を 、 最 後 の 廃 棄 SDUの LIを 含 む PDUに お け る 廃 棄 SDUに 対 応 す る LIの ナ ン バ ー に セ ッ
ト す る 。 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ の “ B” ） に 進 む 。
ス テ ッ プ １ ２ ２ ： 他 の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド の そ れ ぞ れ を 、 対 応 す る 廃 棄 SDUの LIを 含 む AMD
　 PDUの SNに セ ッ ト す る 。
ス テ ッ プ １ ２ ４ ： た だ 一 つ の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド が あ る か 、 且 つ 、 そ れ の 対 応 す る 廃 棄 SD
Uが 、 構 成 さ れ た 送 信 ウ ィ ン ド ウ の 上 方 に 広 が っ て い る か を 判 定 す る 。 広 が れ ば 、 ス テ ッ
プ １ ２ ６ に 進 み 、 そ う で な け れ ば 、 ス テ ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。
ス テ ッ プ １ ２ ６ ： LENGTHを 0に セ ッ ト し 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に 進 む 。
ス テ ッ プ １ ２ ８ ： LENGTHを SN_MRW  i フ ィ ー ル ド の 個 数 に セ ッ ト し 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に 進 む
。
ス テ ッ プ １ ３ ０ ： MRW　 SUFIを 用 い STATUS　 PDUを 送 信 す る 。
ス テ ッ プ １ ３ ２ ： 終 了 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 SDU廃
棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ れ る ）
に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 。 た
だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス テ ッ プ
１ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、 ス テ ッ
プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ は 、
廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合 、 ス テ
ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス テ ッ プ
１ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 こ の 二 つ の 経 路 は
再 び ス テ ッ プ １ １ ６ （ 図 ３ に 示 さ れ る ） で 合 流 す る 。 ス テ ッ プ １ １ ６ に お い て 、 最 後 の 廃
棄 SDU　 SDU1は PDU　 P1に 終 了 し 、 PDU　 P1は 、 LI　 １ ０ Lを 含 み 、 ま た 、 P1の 残 り 部 分 が パ
ッ ド P1pに よ り 充 填 さ れ る の で 、 P1は 、 SDU１ の 次 に 新 し い SDUを 含 ま な い 。 よ っ て 、 最 後
の SN_MRW i フ ィ ー ル ド SN_MRW L E N G T H が P1の SNプ ラ ス １ の 値 に セ ッ ト さ れ 、 即 ち 、 P1の SNが
１ で あ る の で 、 SN_MRW L E N G T H が 2に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ １ １ ８ に 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ
プ １ ２ ２ （ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て は 、 他 の 廃 棄 SDUが 無 い の
で 、 何 の 処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ ィ ン ド ウ の 実 際 の 位 置 に よ
り 、 MRW　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る ス テ ッ プ １ ２ ６ 或 い は ス テ
ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ れ た ば か り の MRW　 SUFIを
含 む STATUS　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ に お い て 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ に 示 す 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 SDU廃
棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ れ る ）
に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 。 た
だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス テ ッ プ
１ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、 ス テ ッ
プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ は 、
廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合 、 ス テ
ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス テ ッ プ
１ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 二 つ の 経 路 は 再 び
ス テ ッ プ １ １ ６ （ 図 ３ に 示 さ れ る ） で 合 流 す る 。 ス テ ッ プ １ １ ６ に お い て 、 最 後 の 廃 棄 SD
U　 SDU１ は 、 PDU　 Q1に 終 了 し 、 Q1は 、 LI　 １ ４ Lと 、 第 一 の デ ー タ セ グ メ ン ト １ ６ aを 有
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す る 新 し い SDU２ と を 含 む 。 よ っ て 、 最 後 の SN_MRW i フ ィ ー ル ド SN_MRW L E N G T H が Q1の SNに セ
ッ ト さ れ 、 即 ち 、 Q1の SNが １ で あ る の で 、 SN_MRW L E N G T H が １ に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ １ ２
０ に 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ に お い て
は 、 他 の 廃 棄 SDUが な い の で 、 何 の 処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ
ィ ン ド ウ の 実 際 の 位 置 に よ り 、 MRW　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る
ス テ ッ プ １ ２ ６ 或 い は ス テ ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ
れ た ば か り の MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １
３ ２ に お い て 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ７ に 示 す 第 三 の 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、
SDU廃 棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ
れ る ） に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ
る 。 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス
テ ッ プ １ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、
ス テ ッ プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０
８ は 、 廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合
、 ス テ ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス
テ ッ プ １ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 二 つ の 経 路
は 再 び ス テ ッ プ １ １ ６ （ 図 ３ に 示 さ れ る ） で 合 流 す る 。 ス テ ッ プ １ １ ６ に お い て 、 最 後 の
廃 棄 SDU　 SDU1は 、 最 後 の SDU１ の LI　 １ ８ Lを 含 ま な い PDU　 R0に 終 了 す る 。 よ っ て 、 最 後
の SN_MRW i フ ィ ー ル ド SN_MRW L E N G T H が 、 最 後 の SDU１ の LI　 １ ８ Lを 含 む R1の SNに セ ッ ト さ
れ 、 即 ち 、 Q1の SNが １ で あ る の で 、 SN_MRW L E N G T H が １ に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ １ ２ ０ に 進
む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ に お い て は 、 他
の 廃 棄 SDUが な い の で 、 何 の 処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ ィ ン ド
ウ の 実 際 の 位 置 に よ り 、 MRW　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る ス テ ッ
プ １ ２ ６ 或 い は ス テ ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ れ た ば
か り の MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ に
お い て 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 よ っ て 、 従 来 の 方 法 は 、 MRW　 SUFIを 誤 っ た 値 に セ ッ ト し 、 PDU　 R0の み を 廃 棄 し 、 受 信
ウ ィ ン ド ウ を 移 動 し 、 PDU　 R1に 開 始 す る 。 受 信 局 或 い は 図 １ の 第 二 の 局 は 、 送 信 局 或 い
は 図 １ の 第 一 の 局 に お い て 廃 棄 さ れ る PDU　 R１ の 受 信 を 待 つ 。 そ の 後 、 リ セ ッ ト 処 理 が 始
動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ の 例 に 示 す よ う に 、 従 来 の 方 法 の 問 題 点 は 、 PDUを 廃 棄 す べ き 際 に PDUを 廃 棄 で き な
い こ と が あ る 。 こ れ に よ り 、 正 常 な SDU廃 棄 過 程 に お い て 、 リ セ ッ ト 処 理 を 時 々 実 行 し な
け れ ば な ら な い 。 こ れ ら の リ セ ッ ト 処 理 は 大 量 の バ ン ド 幅 を 占 用 す る の で 、 改 善 さ れ た SD
U廃 棄 法 が 要 求 さ れ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 The　 Third　 Generation　 Partnership　 Project　 （ ３ GPP） 　 Specifi
cation,　 25.322　 V6.1.0　 （ 2004－ 06） ， Radio　 Link　 Control（ RLC） Protocol　 Spec
ification．
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 SDU廃 棄 処 理 に お い て 必 要 の 無 い リ セ ッ ト に よ る リ ス ク を 避 け る こ と
が で き る SDU廃 棄 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る SDUの シ ー ケ ン ス を 廃 棄 す る 方 法 を 提 供 す る 。 SDU
の シ ー ケ ン ス は 、 少 な く と も 一 つ の 最 後 の 廃 棄 SDUを 含 む 。 本 発 明 の 方 法 は 、 最 後 の 廃 棄 S
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DUの 長 さ イ ン ジ ケ ー タ を 含 む PDUが 新 し い SDUを 有 し な い 場 合 、 移 動 受 信 ウ ィ ン ド ウ の ス ー
パ ー フ ィ ー ル ド （ Move　 Receiving　 Widow　 Super　 Field： MRW　 SUFI） を 生 成 す る 工 程
と 、 MRW　 SUFIの N L E N G T H フ ィ ー ル ド を ０ に セ ッ ト す る 工 程 と 、 MRWフ ィ ー ル ド の 最 後 の SN
を 、 最 後 の 廃 棄 SDUの 長 さ イ ン ジ ケ ー タ を 含 む PDUの SNプ ラ ス １ に セ ッ ト す る 工 程 と 、 MRW
　 SUFIを 出 力 す る 工 程 と を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 SDU廃 棄 方 法 に お け る 必 要 の 無 い リ セ ッ ト を 避 け る こ と が で き る SDU廃 棄 方 法
を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ 、 図 ８ 及 び 図 ４ の 組 み 合 わ せ は 、 本 発 明 の SDU廃 棄 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。 な お 、 図
８ に 示 さ れ る ス テ ッ プ ２ １ ６ と ２ １ ８ 以 外 の ス テ ッ プ は 、 従 来 の 方 法 の ス テ ッ プ と 全 く 同
じ で あ る の で 、 次 に ス テ ッ プ ２ １ ６ と ２ １ ８ の み を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ６ ： 最 後 の 廃 棄 SDUの LIを 持 つ PDUが 新 し い SDUを 含 む か を 判 定 す る 。 Y含 め
ば 、 ス テ ッ プ ２ １ ８ に 進 み 、 含 め な け れ ば 、 ス テ ッ プ １ ２ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ８ ： 最 後 の SN_MRW  i フ ィ ー ル ド （ SN_MRW  L E N G T H ） を 、 最 後 の 廃 棄 SDUの LI
を 持 つ PDUの SNプ ラ ス １ に セ ッ ト し 、 N

L E N G T H を ０ に セ ッ ト す る 。 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ の “ B” ） に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に 示 す 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ８ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 SDU廃
棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ れ る ）
に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 。 た
だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス テ ッ プ
１ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、 ス テ ッ
プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ は 、
廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合 、 ス テ
ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス テ ッ プ
１ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 二 つ の 経 路 は 再 び
ス テ ッ プ ２ １ ６ （ 図 ８ に 示 さ れ る ） で 合 流 す る 。 ス テ ッ プ ２ １ ６ に お い て 、 PDU　 P1は 最
後 の 廃 棄 SDU　 SDU１ の LI　 １ ０ Lを 含 み 、 ま た 、 P1の 残 り 部 分 が パ ッ ド P1pに よ り 充 填 さ れ
る の で 、 P1は SDU１ の 次 に 新 し い SDUを 含 ま な い 。 よ っ て 、 最 後 の SN_MRW

i フ ィ ー ル ド SN_MRW  L E N G T H が P1の SNプ ラ ス １ の 値 に セ ッ ト さ れ 、 即 ち 、 P1の SNが １ で あ る
の で 、 SN_MRW L E N G T H が 2に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ ２ １ ８ に 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ２ ２
（ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て は 、 他 の 廃 棄 SDUが 無 い の で 、 何 の
処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ ィ ン ド ウ の 実 際 の 位 置 に よ り 、 MRW
　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る ス テ ッ プ １ ２ ６ 或 い は ス テ ッ プ １ ２
８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ れ た ば か り の MRW　 SUFIを 含 む STATU
S　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ に お い て 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ に 示 す 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ８ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 SDU廃
棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ れ る ）
に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 。 た
だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス テ ッ プ
１ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、 ス テ ッ
プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ は 、
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廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合 、 ス テ
ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス テ ッ プ
１ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 二 つ の 経 路 は 再 び
ス テ ッ プ ２ １ ６ （ 図 ８ に 示 さ れ る ） に 合 流 す る 。 ス テ ッ プ ２ １ ６ に お い て 、 PDU　 Q1は 、
最 後 の 廃 棄 SDU１ の LI　 １ ４ Lと 、 Q1の 第 一 の デ ー タ セ グ メ ン ト １ ６ aを 含 む 新 し い SDU２ と
を 有 す る 。 よ っ て 、 最 後 の SN_MRW i フ ィ ー ル ド SN_MRW L E N G T H が Q1の SNに セ ッ ト さ れ 、 即 ち
、 Q1の SNが １ で あ る の で 、 SN_MRW L E N G T H が １ に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ １ ２ ０ に 進 む 。 そ し
て 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ に お い て は 、 他 の 廃 棄 SD
Uが な い の で 、 何 の 処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ ィ ン ド ウ の 実 際
の 位 置 に よ り 、 MRW　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る ス テ ッ プ １ ２ ６
或 い は ス テ ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ れ た ば か り の MR
W　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ に お い て 終
了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ に 示 す 第 三 の 例 に お い て 、 前 述 の ス テ ッ プ は 、 図 ２ 、 図 ８ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、
SDU廃 棄 方 法 が 開 始 さ れ 、 SDU１ を 廃 棄 す る 場 合 、 MRW処 理 が ス テ ッ プ １ ０ ０ （ 図 ２ に 示 さ
れ る ） に 起 動 さ れ る 。 MRW　 SUFIを 含 む STATUS　 PDUが ス テ ッ プ １ ０ ２ に セ ッ ト ア ッ プ さ れ
る 。 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ １ ０ ６ 或 い は ス
テ ッ プ １ １ ０ に 進 ん で も 、 同 じ 結 果 が 生 成 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ な い 場 合 、
ス テ ッ プ １ ０ ６ は 、 SDU１ の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 み 、 ス テ ッ プ １ ０
８ は 、 廃 棄 さ れ て い る 他 の SDUが 無 い の で 、 無 視 さ れ る 。 “ send　 MRW” が 生 成 さ れ る 場 合
、 ス テ ッ プ １ １ ０ は 、 た だ 一 つ の SDUが 廃 棄 さ れ て い る の で 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 進 み 、 ス
テ ッ プ １ １ ４ は 、 SDU1の MRW　 SUFIに お け る SN_MRW 1 フ ィ ー ル ド を 含 む 。 ま た 、 二 つ の 経 路
は 再 び ス テ ッ プ ２ １ ６ （ 図 ３ に 示 さ れ る ） で 合 流 す る 。 ス テ ッ プ ２ １ ６ に お い て 、 PDU　 R
１ は 、 最 後 の 廃 棄 SDU１ の LI　 １ ８ Lを 含 み 、 し か し 、 R1の 残 り 部 分 が パ ッ ド R1pに よ り 充
填 さ れ る の で 、 R1は 、 SDU1の 次 に 新 し い SDUを 有 し な い 。 よ っ て 、 最 後 の SN_MRW

i フ ィ ー ル ド SN_MRW L E N G T H が 、 R1（ SDU1の LIを 含 む ） の SNプ ラ ス １ の 値 に セ ッ ト さ れ 、 即
ち 、 R1の SNが １ で あ る の で 、 SN_MRW L E N G T H が ２ の 値 に セ ッ ト さ れ る ス テ ッ プ ２ １ ８ に 進 む
。 な お 、 こ こ で は 、 SN_MRW L E N G T H の 値 が 従 来 の 方 法 に よ り １ に セ ッ ト さ れ る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ １ ２ ２ （ 図 ４ に 示 さ れ る ） に 進 み 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ に お い て は 、 他 の 廃 棄 SDUが な
い の で 、 何 の 処 理 も 行 わ れ な い 。 ス テ ッ プ １ ２ ４ に お い て 、 送 信 ウ ィ ン ド ウ の 実 際 の 位 置
に よ り 、 MRW　 SUFIの LENGTHフ ィ ー ル ド が そ れ ぞ れ 0或 い は 1で あ る ス テ ッ プ １ ２ ６ 或 い は
ス テ ッ プ １ ２ ８ に 進 む 。 最 後 に 、 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 生 成 さ れ た ば か り MRW　 SUFI
を 含 む STATUS　 PDUを 送 信 す る 準 備 が で き た 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ に お い て 終 了 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゆ え に 、 本 発 明 に よ り 改 善 さ れ た 方 法 は 、 SDUの 最 後 の セ グ メ ン ト が PDUに 終 了 す る も の
の 、 こ の SDUの LIが 次 の PDUに あ る 場 合 と 、 SDUの 最 後 の セ グ メ ン ト が こ の SDUの LIと し て 同
じ PDUに 終 了 す る 一 般 的 な 場 合 と を 含 む 全 て の SDUを 廃 棄 す る 場 合 に お い て も 、 正 し く 機 能
す る 。 図 ７ に 示 す 例 に お い て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 MRW　 SUFIを 廃 棄 PDUの R0と R1に 正 し く セ
ッ ト し 、 受 信 ウ ィ ン ド ウ を 移 動 し 、 PDU　 R2に 開 始 す る 。 し か し 、 従 来 の 方 法 は 、 受 信 ウ
ィ ン ド ウ を 移 動 し 、 PDU　 R1に 開 始 し 、 そ の 後 、 リ セ ッ ト 処 理 が 起 動 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 本 発 明 の 方 法 は 、 必 要 の 無 い リ セ ッ ト 処 理 に よ る リ ス ク を 防 止 し 、 バ ン ド 幅 を 節 約 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、
本 発 明 の 趣 旨 を 離 脱 し な い 限 り 、 本 発 明 に 対 す る あ ら ゆ る 変 更 は 本 発 明 の 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 一 の 局 と 第 二 の 局 の 間 に お け る 通 信 と 層 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 従 来 の SDU廃 棄 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の SDU廃 棄 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の SDU廃 棄 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 連 結 を 用 い な い SDUの セ グ メ ン ト 化 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 連 結 に よ る SDUの セ グ メ ン ト 化 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 連 結 を 用 い な い SDUの セ グ メ ン ト 化 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の SDU廃 棄 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
３ ０ ０ 　 第 一 の 局
４ ０ ０ 　 第 二 の 局
SN　 シ ー ケ ン ス ナ ン バ ー
LI　 長 さ イ ン ジ ケ ー タ
P0、 P1、 P2、 P3　 PDU
P0h、 P1h、 P2h、 P3h　 ヘ ッ ダ ー
Q0、 Q1、 Q2　 PDU
Q0h、 Q1h、 Q2h　 ヘ ッ ダ ー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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